















The Landscapes of the City of Datong in China Painted by Japanese  
War Artists during World War II
Abstract：During World War II, many Japanese painters were sent into China as war artists 
and created thousands of works in the battlefield. Due to the war responsibility, most of them 
have tended to avoid referring to their experiences and to throw their works into the fire since 
the end of the war. After more than half of a century, most facts of the history disappeared. At 
present, almost nobody would be able to tell the truth about how many artists went to the war, 
where they visited, and what kind of pictures they actually depicted.
　Dadong is one of the cities in North China known for its ancient cave temple Yungang Grottoes 
where many Japanese war artists visited during the wartime. The purpose of this paper is to 
record the activities of the war artists in Dadong. First, we explain the definition of the key 
words ＂Jugungaka＂（war artist）and ＂Sentikirokuga＂（war campaign documentary painting）
using in this paper, the historical background, and the method of this research. Then, we collect 
the landscapes of the city painted by war artists from military postcards, books and magazines 








pictures respectively painted by 34 artists. After analyzing the motifs of their works and reading 
their essays and memoirs of the war years, we discover the fact that the artists were deeply 
touched emotionally when they met Chinese scenery, and found heterogeneous Oriental beauty, 
not only different from that of the Western but also from that of Japan. Finally, we conclude by 
pointing out the significance of the documentary paintings and activities of the war artists in 
modern history of Japanese art.








































































































そして、そのうち図版未確認の作品を除けば、画家は 34名、その作品図版は 53点残った。表 1は図




No. 画家（34名） 生没年 作品題名（53点）
1 石井柏亭 1882～1958 ①大同府西門
2 川端龍子 1885～1966 ②大同石窟・大露仏、③雲崗児
3 間部時雄 1885～1968 ④雲崗曇曜五窟
4 前田青邨 1885～1977 ⑤大同石仏
5 川島理一郎 1886～1971 ⑥大同石仏、⑦大同石仏、⑧石仏寺全景、⑨五彩の石窟内
6 瀬野覚蔵 1888～1940 ⑩文化を護る慈眼、顕光、悲手、⑪大同の子供等
7 神津港人 1889～1978 ⑫大同市街
8 永瀬義郎 1891～1978 ⑬大同
9 中山巍 1893～1978 ⑭遺跡
10 栗原信 1894～1966 ⑮山西路・雲崗
11 硲伊之助 1895～1977 ⑯大同城外
12 和田香苗 1897～1977 ⑰石仏
13 真道黎明 1897～1978 ⑱雲崗霊巖
14 伊藤慶之助 1897～1994 ⑲大同石仏・第二十洞
15 大橋城 1897～不詳 ⑳石仏古寺、㉑石仏窟内部、㉒飛天女の浮彫
16 広本了 1899～1980 ㉓雲崗の石窟、㉔雲崗石窟遠望
17 宮田重雄 1900～1971 ㉕雲崗石仏、㉖無題
18 中村善策 1901～1983 ㉗大同北門の往来
19 寺本忠雄 1901～1985 ㉘大同の石窟寺に遊ぶ
20 向井潤吉 1901～1995 ㉙大同府西門
21 伊谷賢蔵 1902～1970 ㉚大同石仏寺・西来第一山、㉛大同石仏、㉜大同石仏、㉝大同石仏、㉞大同石仏、
㉟大同石仏、㊱大同石仏五窟、㊲大同雲崗石仏、㊳大同石仏
22 福田豊四郎 1904～1970 ㊴石仏
23 宮本三郎 1905～1974 ㊵大同石仏寺前、㊶大同石仏
24 中村直人 1905～1981 ㊷大同府雲崗鎮
25 矢崎牧広 1905～1983 ㊸雲崗の丘
26 吉岡堅二 1906～1990 ㊹雲崗石窟、㊺大同石仏
27 丸野豊司 1906～1991 ㊻大同市街近望
56
28 林鶴雄 1907～1990 ㊼雲崗の子供
29 服部正一郎 1907～1995 ㊽朝の斥候兵・大同東門
30 伊東市太郎 不詳 ㊾大同の家族
31 小野田元興 不詳 ㊿雲崗寺・大同・昭和十六年秋
32 西原良蔵 不詳 大同城内四牌楼
33 作者不明A 不詳 大同石仏





50代（6人） 40代（9人） 30代（14人） 不詳（5人）
石井柏亭　 （56歳） 神津港人　 （49歳） 広本了　　 （39歳） 伊東市太郎
川端龍子　 （53歳） 永瀬義郎　 （47歳） 宮田重雄　 （38歳） 小野田元興
間部時雄　 （53歳） 中山巍　　 （45歳） 中村善策　 （37歳） 西原良蔵
前田青邨　 （53歳） 栗原信　　 （44歳） 寺本忠雄　 （37歳） 作者不明 A
川島理一郎 （52歳） 硲伊之助　 （43歳） 向井潤吉　 （37歳） 作者不明 B
瀬野覚蔵　 （50歳） 和田香苗　 （41歳） 伊谷賢蔵　 （36歳）
真道黎明　 （41歳） 福田豊四郎 （34歳）
伊藤慶之助 （41歳） 宮本三郎　 （33歳）

























































て比較してみる。表 5は出身校経歴不詳の 3名と作者不明の 2名を除いた統計結果である。表 5の中
表 4　美術関連の出身校と師弟関係一覧
画家名（生年） 出身校と師弟関係 入門・入学・卒業等の時期
石井柏亭（1882） 東京美術学校西洋画科● 1905（明治 38）年中退
川端龍子（1885） 白馬会洋画研究所 1904（明治 37）年入所
前田青邨（1885） 日本絵画協会 1902（明治 35）年入会
間部時雄（1885） 京都高等工芸学校図案科◆ 1902（明治 35）年卒
川島理一郎（1886） 渡米・コーコラン美術学校▲ 1905（明治 38）年留学
瀬野覚蔵（1888） 松原三五郎天彩画塾（7） 1906（明治 39）年入門
神津港人（1889） 東京美術学校西洋画科● 1912（明治 45）年 3月卒
永瀬義郎（1891） 原町洋画研究所 1909（明治 42）年入所
中山巍（1893） 東京美術学校西洋画科● 1920（大正 9）年卒
栗原信（1894） 渡仏グランドショミエール 1928（昭和 3）年留学
硲伊之助（1895） 日本水彩画研究所（研究生） 1911（明治 44）年入所
伊藤慶之助（1897） 本郷洋画研究所 1914（大正 3）年入所
大橋城（1897） 渡米・コーコラン美術学校▲ 1923（大正 12）年留学
真道黎明（1897） 堅山南風に師事 1915（大正 4）年入門
和田香苗（1897） 東京美術学校西洋画科● 1920（大正 9）年卒
広本了（1899） 東京美術学校● 1924（大正 13）年卒
宮田重雄（1900） 梅原龍三郎に師事 1923（大正 12）年入門
寺本忠雄（1901） 荒木十畝に師事 1924（大正 13）年入門
中村善策（1901） 小樽洋画家研究所 1916（大正 5）年入所
向井潤吉（1901） 京都市立美術工芸学校 1916（大正 5）年中退
伊谷賢蔵（1902） 京都高等工芸学校図案科◆ 1924（大正 13）年卒
福田豊四郎（1904） 川端龍子に師事 1921（大正 10）年入門
中村直人（1905） 日本美術院同人吉田白嶺 1920（大正 9）年入門
宮本三郎（1905） 川端画学校洋画部 1922（大正 11）年入学
矢崎牧広（1905） 林武に師事 1924（大正 13）年入門
丸野豊司（1906） 不詳
吉岡堅二（1906） 野田九浦の居仁洞画塾 1921（大正 10）年入門
服部正一郎（1907） 日本美術学校洋画科 中退











蘇州を描いた画家 14（58.3％） 10（41.7％） 24（100％）
大同を描いた画家 5（17.9％） 23（82.1％） 28（100％）
延べ合計人数 19（38％） 32（62.7％） 51（100％）
実合計人数 17（35.4％） 31（64.6％） 48（100％）


































洋画家 日本画家 版画・彫刻家 合計
蘇州を描いた画家 26（92.9％） 2（7.1％） 0 28（100％）
大同を描いた画家 22（71％） 6（19.4％） 3（9.7％） 31（100％）
延べ合計人数 47（81％） 8（13.8％） 3（5.2％） 58（100％）






















①⑬⑯㉗㉙ ③⑪㊼㊾ ⑫㊻ ⑳㊵ ㊽







水郷 庭園 仏塔 街角 城壁 兵士 俯瞰図 合計
22（44.9％） 12（24.5％） 6（12.2％） 4（8.2％） 2（4.1％） 2（4.1％） 1（2％） 49（100％）
大同
石仏・石窟 城門・城壁 子供・家族 街中 寺院 兵士 合計






































蘇州風景 36（73.5％） 13（26.5％） 0 49（100％）
大同風景 48（96.6％） 4（7.5％） 1（1.9％） 53（100％）



















































































































　川島理一郎は戦時中中国北部へ 2回従軍に赴いた。渡邉（2002）によれば、1回目は 1938年 5～7






































































































































































































































































































田豊四郎は 1938年に「大同を訪れた後、厚和に 11月 3日に到着しているので（福田豊四郎「従軍日
記抄」『美之国』15巻 2号、1939年 2月、9頁）、10月末には雲崗を訪問しており、またその訪問時
に深沢省三と出会っている（吉岡「北支断片」17頁）」と記している。







中国大陸従軍について、「第四回新文展年表」（日展史編纂委員会 1984b：590）では 1940年 9月 19
日「陸軍省の戦線派遣で渡支」、11月 14日「北支より帰国」と記載され、飯野（2013）によれば、







































　吉岡の大同従軍に関する作品図版は 2枚見つかっている。その 1枚目は、野田九浦画塾煌土社第 5
回展の図録掲載のモノクロ図版㊹「雲崗石窟」（飯野 2013：286）で、その 2枚目は『吉岡堅二展画



































































































画家（14名） 作品名（25点） 展覧会・掲載誌 年月
石井柏亭（1882～1958） 大同石門 第 35回太平洋画会展覧会 1939. 3
川端龍子（1885～1966） 雲崗閑日 第 8回川端龍子個展 1938. 11
鶴田吾郎（1890～1969） 大同の城門、大同の鼓楼
大同石仏寺
第 34回太平洋画会展覧会 1938. 3
雲崗石仏の一部 第 35回太平洋画会展覧会 1939. 3
光安浩行（1891～1970） 大同石仏寺（一）～（四） 第 35回太平洋画会展覧会 1939. 3
東谷桃園（1893～1976） 大同石仏 船の科学館収蔵 1938. 5
伊藤慶之助（1897～1984） 雲崗の秋
大同石仏（西方窟外壁）
第 20回春陽会展覧会 1942. 4
神保和幸（1898～1968） 大同石仏 第 28回光風会展覧会 1941. 2
鈴木隆（1899～1999） 大同石仏 第 37回太平洋画会展覧会 1941. 2
大同下華厳寺女仏 第 39回太平洋画会展覧会 1943. 3
宮田重雄（1900～1971） 雲崗第十一窟、雲崗石仏、
雲崗石仏頭
第 15回国画会展覧会 1940. 3
大同古寺 『征旗』（創刊号） 1944. 8
藤田太郎（1901～1944） 大同石仏 第 15回国画会展覧会 1940. 3
林鶴雄（1907～1990） 雲崗農家 第 4回一水会展覧会 1940. 11
阿部広司（1910～1992） 大同石仏寺 第 6回一水会展覧会 1942. 9
小野田元興（不詳） 雲崗寺 第 37回太平洋画会展覧会 1941. 2






























































































⑥大同石仏／川島理一郎／骨董くりはらのブログ 2015年 10月 10日　http:⊘⊘www.art-kurihara.com⊘blog⊘
　（2019年 3月 1日）
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